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平成２３年３月１日   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
山形大学
やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル
	『んだ！「はやぶさ」に会いに行がんなね』プロジェクトは、
小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセルを歓迎し、市内各所で歓迎
イベントを開催します。


　○やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル
　３月１９日から６月１３日（小惑星探査機「はやぶさ」帰還１周年）までを期間として、山形市では初めての試みとなる、産学官のプロジェクトチームによる「やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル」を開催いたします。

山形市教育委員会が主催する、「はやぶさ」帰還カプセル展示会を中心として、市内各所で「はやぶさ」や星に関するフェスティバルを開催いたします。

　　　フェスティバルの開催イベントの詳細は、順次お知らせして参ります。現在、開催を予定しているイベントは別紙のとおりです。

※『んだ！「はやぶさ」に会いに行がんなね』プロジェクト：
やまがた星めぐりサイエンスフェスティバルを主催し、「はやぶさ」帰還カプセル展示会をサポートするために、七日町商店街振興組合、山形スリーエム株式会社、山形市教育委員会、山形市中央公民館、山形県産業科学館、山形県立博物館、山形大学、山形大学理学部、NPO法人 小さな天文学者の会などで組織する、プロジェクトチームです。
現在、拡大中です。
　
	（お問い合わせ）
『んだ！「はやぶさ」に会いに行がんなね』プロジェクト
（プロジェクト代表：柴田晋平
（山形大学理学部　教授）
TEL：０２３－６２８－４５５２


☆オープニングイベント（講演会＋映画上映会）
　「やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル」オープニングイベント（仮） 

　　　～小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示プレイベント～ 
○日　時、内容：平成２３年３月１９日（土）

　　　①１３：３０～１４：３０
　上杉邦憲　氏（ＪＡＸＡ名誉教授）講演会
　　　　「～小惑星探査機「はやぶさ」が運んでくれたもの～（仮題）」
　　　②１４：４０～１５：３０
　　　　映画「Hayabusa --Back to the Earth --」上映会
○場　所：山形市中央公民館（AZ七日町）６階　中央公民館ホール

  　○主　催：七日町商店街振興組合、山形市中央公民館
　　○共　催：山形市教育委員会（予定）、
『んだ！「はやぶさ」に会いに行がんなね』プロジェクト
○概　要：４月７日～１０日に開催される「はやぶさ」帰還カプセル展示会のオープニングイベントとして開催いたします。
　　　　　　　山形県に所縁の深い、上杉名誉教授をお迎えし、「はやぶさ」プロジェクトについて講演をいただきます。
　　　　　　　また、「Hayabusa --Back to the Earth --」上映により、市民の方に「はやぶさ」の旅の行程についての理解を深めていただきます。
☆小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示 in 山形
　　○日　時：平成２３年４月７日（木）～１０日（日）予定

１０：００～１８：３０
　　○場　所：山形市中央公民館 ４階 大会議室（ＡＺ七日町）
　　○入場料は無料ですが、整理券が必要です。
　　○主　催：山形市教育委員会
　　○概　要：平成１５年５月に打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ」は、約２０億kmを旅した後、平成１７年９月に小惑星「イトカワ」に到着し、同年１１月に「イトカワ」への着陸に成功しました。

その後、通信途絶やエンジン故障など数々のトラブルに見舞われましたが、昨年６月帰還し、世界で初めて、月と彗星以外からの物質を持ち帰りました。
昨年１１月には、帰還カプセルから回収された、1,500個程度の微粒子が、小惑星「イトカワ」由来の物質であることが判明しました。
☆君のロケットで「はやぶさ」を飛ばしてみよう

－ペットボトルロケット飛ばし大会－
　　○日　時：平成２３年４月９日（土）
　　○場　所：山形県産業科学館４階「発明工房」(霞城セントラルビル)
○概　要：【１回目】１０時３０分～１１時 

【２回目】１２時３０分～１３時３０分 

【３回目】１４時～１５時 

発射体験：山形駅西イベントゾーン 

定　　員：各回３０名 

対　　象：中学生まで 

持 ち 物：空のペットボトル2本　炭酸飲料の500ｍｌに限る 

参 加 費：無料 

講　　師：山形大学(理学部)栗山恭直教授　他、学生の皆さん 

※ＪＡＸＡ（日本宇宙フォーラム）より提供いただき、宇宙関連の映像放映・展示を行います。 （２階ＦＳスクリーン、季節展示コーナー） 

◎雨天時には、若干内容が異なります。
☆「うつくしい鉱物や岩石」展
　　○日　時：平成２３年２月２６日（土）～５月８日（日）
　　○場　所：山形県立博物館
　　○概　要：　１９１７年地球に落下した“プレインビュー隕石”や、色彩豊 かな“孔雀石”、奇妙な形をした“砂漠のバラ”など、本館で収蔵しているめずらしい資料を紹介します。
☆講演会『「はやぶさ」が運んでくれたもの、そして、「はやぶさ２」へ』 

～太陽系誕生の歴史に迫る～ 

同時上映映画：Hayabusa --Back to the Earth --

　　○日　時：平成２３年４月２３日（土）１３：３０～１６：４５
　　○場　所：遊学館大ホール
　　○講　師：吉川 真 (JAXA准教授)(はやぶさプロジェクトサイエンティスト、

はやぶさ２プリプロジェクトマネージャー）
☆ゴールデンウィーク四次元シアター上映会
　　○日　時：平成２３年５月３日（日）～５月８日（日）
　　○場　所：山形県立博物館
　　○概　要：立体的にみる宇宙をおたのしみください。
☆街角で月を～植木市観望会～
　　○日　時：5月9日(月)19時から21時

　　○場　所：文翔館(北東角)
☆やまがた天文台「星空ガイドツアー、惑星を見よう」
　　○日　時：毎週土曜日１９：００～２１：００
　　○場　所：山形大学インフォメーションセンター

　　山形にちなん小惑星の紹介、小惑星の観察に挑戦などを含んだ星のガイドツアーを実施。
☆クロージングイベント『「はやぶさ」が持ち帰ったものの正体に迫る』
　　○日　時：平成２３年６月１２日（日）１３：３０～１６：３０
　　○場　所：山形大学理学部大講義室
　　○概　要：
招待講演： 

★「はやぶさカプセルの地球帰還から、カプセル開封、
いとかわ微粒子発見まで」 

中村智樹（東北大学大学院理学研究科　准教授）
★「イトカワから持って帰られた微粒子はどのようなものか？」 

野口高明（茨城大学理学部　教授）
「はやぶさ」の帰還や、持ち還った物質の解析の結果を、テレビ出演などでも著明な両先生にていねいに解説していただきます。解析の裏話も聞けるかもしれません。
さて、従来の太陽系形成、小惑星形成の考えかたは正しかったのでしょうか。
　
